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写真1　ポスターセッションでは、多くの質問に緊張感を味わいながらも
コミュニケーションを楽しみました
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滞在することができない時間に厳しい旅でもありました。
一人旅において最も心配だった事は、飛行場がある
リスボンから会場のアヴェイロまでの高速列車での移
動でした。まずはどこで切符が買えるのか、道行く人
に拙い英語で聞く、私にとってチャレンジな出来事でし
た。見つけた切符売り場では駅の名前を言えば、切符
が直ぐ出てきて、ホッと一息。その後、日本と異なる
改札システムに戸惑いながらも無事列車に乗ることがで
きました。その時、親切な老夫婦と出会うことができ、

私が列車に乗るところまで「どこから来たか」「何をし
に来た」などの雑談をしながら付き添っていただきまし
た。この現地の人と交流できたことが今回の旅で何より
嬉しい経験でした。
アヴェイロに到着後、最初に出迎えてくれたのが駅前
の不思議なオブジェクト（西国分寺出身の某ゆるキャラ
に似ていました）でした。不思議なオブジェクトを尻目に
アヴェイロの町へ。石畳の歩道をあるきながら眺めるア
ヴェイロの町並みは海に近いせいか建物が少し錆びてお
り、ステレオタイプなヨーロッパの町並みより少し寂れた
印象を受けました。しかしながら街中に走る運河や、モ
リセイロと呼ばれるカラフルな舟が、歩いている私の視
界、心をとても楽しませてくれました（写真３・４）。
私が宿泊したホテルも目の前に運河が有り、夜はライ
トアップで幻想的な光景が広がっていました。ホテルの
食事は港町ということが有り、グラタン風の魚料理が
出てきました。せっかくの郷土料理のようでしたが、骨
が多く食べにくかったのが残念でした。
最後に少し面白かったこととして、宿泊したホテルで
偶然見かけた新聞記事に日本のロボットのこと、サラ
リーマンのことが記事のトップに書かれてあったことで
す。まさか離れたヨーロッパの地でサラリーマンの話が
出てくるとは思いもよりませんでした（写真５）。

写真 2　国際会議会場周辺の様子

写真 3・4　石畳と運河が美しいアヴェイロの町並み
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■WPTCの発表を終えて
　WPTC での発表を終えて、我々は「停車中給電」
から次のフェーズである「走行中給電」に取組みまし
た（写真６）。本学の敷地内にアスファルトを用いて金
属レールを埋設した電化道路を敷設、その周辺回路で
ある RF 電源回路、RF 整合回路を設計・試作し、そ

こに研究開発した小型電気自動車を配置しました。屋
外で敷設した電化道路の上をバッテリーレス小型電気自
動車がワイヤレスで受電しながら連続走行することに世
界で初めて成功させました。この発表は多くの反響を
いただき、テレビを始めとした様々な報道機関に取材し
ていただきました。また、いくつかの企業と共同研究
を実施することとなり、ワイヤレス給電技術の実用化に
向けても、快調に前進することができました。
今回、スズキ財団の海外渡航助成のおかげで、上
記のような貴重な経験を多くさせていただくことができ
ました。本助成は年齢制限・職位制限のない常勤の科
学技術研究に携わる者を幅広く対象としており、私のよ
うな若手にとって国際経験の機会を創出していただけ
る助成制度だといえます。助成をして良かったと財団に
言っていただけるよう、また研究者支援が今後も継続
してもらえるよう、助成を受けた一研究者として、これ
からも精一杯研究に邁進する所存です。最後になりま
したが、スズキ財団の今後の益々のご発展を祈念し、
海外研修助成の報告を締めさせていただきます。助成
していただきありがとうございました。

写真 5　ホテルで見かけた日本の記事

写真 6　屋外ワイヤレス給電の走行実験の様子




